
栃⽊県リハビリテーション専⾨職協会 会員各位 
 

         
災害対策リハビリテーション推進部会 

部会⻑ ⼭崎 俊 
 
2024 年 1 ⽉ 1 ⽇に「令和 6 年能登半島地震」が発災し、⽯川県能登地⽅を中⼼に⼤規模

な被害がもたらされました。家屋や施設の倒壊、道路の⼨断、これから寒さがいっそう厳し
くなるなかで、断⽔・停電などのインフラの崩壊が⽣じています。被害に遭われた関係者、
被災地のすべての⽅々に⼼よりお⾒舞いを申し上げます。 

栃⽊県リハビリテーション専⾨職協会（協会）の災害対策リハビリテーション推進部会
（部会）の会員は、三⼠会が参加する栃⽊県災害リハビリテーション⽀援関連団体協議会
（栃⽊ JRAT）の⼀員として、発災直後から⾸相官邸会⾒・各種報道と⽇本災害リハビリテ
ーション⽀援協会（JRAT）の情報をうけ、現地の被災状況や⽀援活動の把握を開始しまし
た。1 ⽉４⽇に JRAT 中央対策本部（東京本部）が⽴ち上がり、１⽉８⽇には⽯川県と⽯川
ＪＲＡＴの協定が締結されました。協定締結を受けて東京本部より栃⽊県を含む地域 JRAT
に向けて、⽯川ＪＲＡＴとしての現地派遣要請がありました。９⽇に栃⽊ＪＲＡＴから複数
⼈が再度開催された JRAT 緊急代表者会議へ参加し、第１回栃⽊ JRAT 会議（令和 6 年能登
地震）を⾏い、現地派遣に向け準備を開始いたしました。 

現地の甚⼤な被害状況から、⽯川 JRAT の活動は広範囲・⻑期化が予想され、栃⽊ＪＲＡ
Ｔとしても、より多くの現地派遣を継続的に⾏えるようにと話し合いを重ねてきました。派
遣にあたっては、部会主催の研修受講者かつ各⼠会のボランティア登録者に派遣を依頼さ
せていただき、１⽉２２⽇から第１隊の派遣とその後３隊、合計で 4 隊の派遣がすでに決
定しております。 

⽯川県による 1.5 次避難所の開設、2次避難などは進んでいますが、被災者お⼀⼈お⼀⼈
の⼼⾝のダメージ・疲弊は避けられず、災害関連死もメディアで取り上げられ、全国からの
⽀援を必要としています。 

部会員が栃⽊ JRAT として⽯川 JRAT へ現地派遣が⾏えるのも、職場に残り現場を⽀える
会員の皆様⼀⼈⼀⼈の理解と協⼒合ってのことと思っております。 
今後も継続して活動報告をさせていただきますので、どうぞ引き続き、ご⽀援とご協⼒を

お願い申し上げます。 
 


